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第5章　Ӵ　ੜ　費
第１節　保健Ӵੜ費

1　保健Ӵੜ総務費
（1）一般諸経費
ア　AED（自動体外式除細動器）配備
市内の全公共施設、区民館等にAEDの配備を進め、市民の安心・安全を確保しました。
AED221台（うち区民館等124台）・トレーニング用2セット　௞借料　574万6,446円

イ　新型コロナウイルス感染症対策用品購入
市内の医療機関や福祉事業所が新しい生活様式へ対応するための支援として、消毒液等の対策用品

を配布するとともに、市場から衛生用品が入手できない等の不測の事態や福祉事業所内で感染者・ೱ
ް接触者が発生した際に備えるため、対策用品を購入した。

購 入 物 品 金 額

マスク、感染防護衣、手袋、フェイスシールド、
消毒液、非接触型体Թ計等

ध要費消໣品費	 6,552,275円
備品購入費	 	 160,050円

（2）市単独運営費補助金
二次ٹ急医療機関補助金
脳神経外科における二次緊急（重症ױ者の受入れ）の診療体制を維持・確保するため、一般財団法人

富士脳障害研究所に対し、385万9,000円を補助しました。

（3）新型コロナウイルス感染症検査事業
新型コロナウイルス感染症検査事業費補助金
新型コロナウイルス感染症の症状はないが感染のݒ念がある市民等を対象に市内の医療機関でPCR等

検査を受検できる体制及び検査費用の補助制度を構築し、637件の検査を実施し、1,368万3,000円補助しました。

2　保健センター・ٹ急医療センター費
（1）一般諸経費

急医療協力促進（輪番在宅制）ٹ
一般社団法人富士宮市医師会に委託して、輪番在宅制（特定診療科目）による第1次ٹ急医療を実施しました。
ア　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法

急医療協力促進業務ٹ
（輪番在宅制） 産්人科及び眼科 4,360,400 一 般 社団法人

富士宮市医師会 随意契約

イ　診療体制

診 療 科 目 診 療 日 診 療 時 間 医 療 機 関

産 ් 人 科 日曜日 午前9時〜午前0時 輪番在宅制による市内の関
係医療機関

眼 科 休日及び年末年始 午前9時〜午後5時 輪番在宅制による市内及び
富士市の関係医療機関
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（2）保健センターٹ急医療センター維持管理費
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法
清 掃 業 務 日常・定期清掃、ビル管理 8,309,400 ㈱協栄静岡支店 指名競争入札

長寿命化工事（建築工事） 工　　事 65,236,000 ㈱ 旭 建 設 指名競争入札

急医療センター運営事業ٹ（3）
富士宮市ٹ急医療センターは、平成18年度から富士宮市ٹ急医療協会を指定管理者として、平日夜

間、休日等の一次ٹ急の診療を行っています。
ア　指定管理者による管理

名 称 概 要 金 額（ 円 ） 指 定 管 理 者
急医療センター管理運営業務ٹ 管理運営 245,147,517 富士宮市ٹ急医療協会

イ　診療体制

診 療 科 目 診 療 日 　 診 療 時 間 　 医 療 機 関

内 科
小 児 科
外 科

平日 午後7時〜翌日午前8時

急医療センターٹ
土曜日及び日曜日 土曜日の午後2時〜月曜日の午前8時

その他の休日及び年末年始 午前8時〜翌日午前8時まで

ࣃ 科 休日及び年末年始 午前9時〜午後5時

成果等
一般社団法人富士宮市医師会、一般社団法人富士宮市ࣃ科医師会及び一般社団法人富士宮市薬剤師会並

びに浜松医科大学、ॱ天ಊ大学、聖マリアンナ医科大学及び東京慈ܙ会医科大学の協力を得て、1万836人
（内科4,594人、小児科1,364人、外科4,725人、ࣃ科153人）のٹ急ױ者を診療しました。
また、一般社団法人富士宮市医師会の協力を得て、市内の医療機関を受診し、医師の診断の結果、新型

コロナウイルス感染症がٙわれる症状の方にPCR検査を行う体制を構築し、679件の検査を実施しました。

3　予防費
予防接種事業
予防接種法に基づく予防接種業務及び任意予防接種の助成事業を実施しました。

（1）定期予防接種及び任意予防接種助成件数	 （単位：人）
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延べ人数 0 4,446 3,172 1,199 1,770 757 3,033 3,122 2,211 331 1,626 22,292 1,333 1,868 448 642 48,250

任意予防接種 成人用ഏԌ球ە 風 し ん ຑしん・風しんࠞ合（MR）ロ タ ウ イ ル ス 合 計
延べ人数 98 6 39 666 809

（2）手数料

名 称 概 要 金		額		（円） 実 施 先
予防接種業務 個別接種 24,622,224 富士宮市立病院
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（3）委　託

名 称 概 要 金　	額	　（円） 委 託 先 契 約 方 法

予防接種業務 個別接種 290,423,490 一 般 社 団 法 人
富士宮市医師会ほか 随意契約

成果等
予防接種事業の実施に当たり、医師会等の協力を得ながら安全かつ確実な接種の実施に努めました。ヒ

トパピローマウイルスに関する積極的な情報提供を行うとともに、小児がん等の治療による再予防接種の
助成を開始し、接種機会の提供と保護者の経済的・心理的支援に努めました。

4　฼ࢠ保健׆ಈ費
（1）乳幼児健康診査事業

母性の保護及び乳幼児の健全な育成を図ることを目的に、発達段階に応じた各種保健事業を実施しました。
ア　1歳6か月児及び3歳児健康診査
身体発育及び精神発達の面から最も重要な時期である1歳6か月児及び3歳児に対して、総合的な診査

を実施しました。
ア　1歳6か月児健康診査

回 数 対象者数 受診者数 内科健康診査 科健康診査ࣃ 保健指導 栄養指導

28回 913人 893人 893人 893人 893人 165人

イ　3歳児健康診査

回 数 対象者数 受診者数 内科健康診査 科健康診査ࣃ 眼科写真撮影者数 保健指導 栄養指導

30回 982人 996人 996人 996人 992人 996人 114人

眼科写真撮影者数のうち医療機関受診者の内訳	 （単位：人）

受診者数 異常なし 経過観察 要検査 要治療

137 42 58 21 16

イ　乳児健康診査
乳児の疾病の早期発見及び適切な保健指導を図るため、指定医療機関で4か月児健康診査及び10か月

児健康診査を実施しました。
ア　実施状況	 （単位：人）

区 分 対 象 者 数 受 診 者 数 要精密検査・経過観察及び治療中

4 か月児健康診査 748 731 74

10 か月児健康診査 798 749 79

イ　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法

乳児健康診査業務 個 別
4・10か月児 9,491,240 一般社団法人静岡県医師会ほか 県へ委任

成果等
診察等の結果に基づき、病院受診をקめ、早期治療に努めるとともに、継続的に支援の必要な乳幼児に

ついては、事後フォロー教室につなげる等支援を行いました。また、全ての乳幼児健康診査未受診者に対
して家庭訪問等の対応を行い、状況の確認に努め、受診の大切さを指導しました。
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（2）不೛・不育症治療費助成事業
少子化対策の一環として、子どもを望んで不೛・不育症治療をしている෉්に対し、経済的負担を軽

減するため、医療費の一部を助成しました。

助成延べ件数（件） （再掲）不育症（件） 母子健康手帳交付者数（人） 助成額（円）
193 6 51 44,437,581

成果等
不೛・不育症治療をしている෉්の経済的負担を軽減するとともに、母子健康手帳交付の実੷もありま

した。

（3）೛産්等健康診査事業
೛৷中の急ܹな母体変化による異常や଻児異常の早期発見を図るため、公費負担による೛්健康診査

を実施しました。また、産後うつの予防や早期発見のため、公費負担による産්健康診査を、聴覚障害
の早期発見のため、新生児聴覚検査費の一部助成を実施しました。
ア　実施状況	 （単位：人）

区 分 交 付 延 べ 数 受 診 延 べ 数 要精密検査・治療・指導延べ数

೛්健康診査 10,248 8,561 1,919
産්健康診査 1,404 1,333 152
新生児聴覚検査 707 704 5

イ　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法

೛්健康診査業務 個別 61,838,950 一般社団法人静岡県医師会ほか 県へ委任

産්健康診査業務 個別 6,415,000 一般社団法人静岡県医師会ほか 県へ委任

新生児聴覚検査業務 個別 2,852,300 一般社団法人静岡県医師会ほか 県へ委任

ウ　助成金

名　　　称 概　　　要 金　　額（円）

೛්健康診査助成金 指定外医療機関受診償ؐ払 1,084,620

産්健康診査助成金 指定外医療機関受診償ؐ払 198,820

新生児聴覚検査助成金 指定外医療機関受診償ؐ払 153,100

成果等
೛産්支援について、医療機関からの連絡により、支援が必要な者を早期に把握し、早期に支援を開始

しました。

（4）母子教育・相談事業
ア　もうすぐパパ・ママ学級
健康な赤ちゃんを産み育てるために、೛৷・分ส・育児についての相談指導を行うとともに෕親の

育児参加のための学習を実施しました。

回数 対象者数
（初೛්）

出　　　　　੮　　　　　者　　　　　数
初೛් ෕　親 その他

実数 延べ数 実数 延べ数 延べ数
11回 297人 95人 147人 87人 96人 1人
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イ　健康教育
健康の保持増進及び子どもの健やかな発達を支援するため、健康教育を行いました。

区 分 内 容 実 施 場 所 実施回数（回） 人数（人）

健 康 教 育
育児・食事・事ނ防止等 保健センター、保育施設、

区民館ほか 93 952

みがき指導ࣃ 保育施設、小中学校ほか 38 1,804

合 計 131 2,756

ウ　健康相談
家庭における健康管理及び育児不安の軽減を目的に、心身の健康について指導及び助言を行いました。

名 称 内 容 実 施 場 所 実施回数（回） 人数（人）

母 子 健 康 相 談 保健・栄養・ࣃ科相談 保健センターほか 随時 3,718

6か月児健康相談 計測・保健・栄養・ࣃ科指導 保健センターほか 随時 322

エ　うࣃ予防対策
の健康意識高揚のため、フッ化物を利用した事業を行いましࣃ予防及びࣃ質の強化等によるむしࣃ

た。

対 象 者 内 容 実 施 場 所 実施回数（回） 人数（人）

幼 児 ・ 障 が い 児 フッ化物塗布 保健センター 25 372

幼児（年中児・年長児） フッ化物洗口 保育園・幼稚園
（31園） 週5 1,887

合　　　　　計 2,259

オ　乳児家庭全戸訪問（こんにちは赤ちゃん訪問）
生後4か月までの乳児のいる家庭を訪問し、児の発育や産්の心身の状態を把握し、子育てや健康管

理に関する指導及び助言を行いました。

対 象 者 数 訪 問 数

724人 715人

成果等
各種健康教育や健康相談をとおして、子どもの健やかな発達のため啓発や支援に努めました。
なお、乳児家庭全戸訪問に関しては、他市町との相互協力による訪問や保健センターへの来所により、

対象者全員を把握しました。

5　保健対策推進事業費
（1）健康推進啓発事業

生活習慣を改善し、健康増進に対する意識の普及啓発に努めました。

名 称 内 容 参加者数（人）

講 演 会
「基本を学ぼう！౶尿病」	 吉見内科クリニック　小澤ܙ医師
「こころの健康づくり」	 南富士病院　窪田༟ี医師
「ストップ！オーラルフレイル」	 富士宮市ࣃ科医師会　ҏ波ݡ༤ࣃ科医師

146



−84−

（2）保健委員活動事業
保健委員を行政区ごとに1人又は2人（総数140人）依པし、健康について学習したことを地域の住民に

伝えていく等、地域に密着した保健活動の推進に努めました。

活 動 内 容 回　 数　（ 回 ） 参加者数（人）

保健委員研修（全体研修・支部定例会） 59 536

地 域 健 康 づ く り 事 業 180 305

6　健康૿進事業費
（1）健康教育

生活習慣病の予防、介護予防など健康の保持増進について、健康教育を行いました。

区 分 内 容 実 施 場 所 回 数（ 回 ） 人 数（ 人 ）

健康教育
生活習慣病の予防等 公民館ほか 97 1,702

介護予防 公民館ほか 100 1,565

（2）健康相談
生活習慣病の予防、介護予防などの健康増進に関する指導及び助言を行いました。

区 分 内 容 実 施 場 所 回 数（ 回 ） 人 数（ 人 ）

健康相談
保健・栄養・ࣃ科・運動相談 保健センターほか 1,022 2,245

介護予防 保健センターほか 45 463

（3）健康診査事業
がん、骨ૈしょう症、ࣃ周病等の早期発見とその予防を図るため、各種健康診査を実施しました。

ア　実施状況

区 分 胃 が ん
検 診

大腸がん
検 診

結核及び
ഏがん検診

子宮ᰍがん
検 診

乳 が ん
検 診

前 立 腺
がん検診

肝Ԍウイルス
検 診

骨ૈしょう症
検 診

ࣃ 周 病
検 診 健康診査

受診者数
（人） 6,677 9,281 14,526 2,479 2,361 3,656 1,049 216 190 26

がん発見者数
（人） 20 24 4 1 9 15 ※　8

※　感染している可能性が極めて高い人
イ　手数料

名 称 概 要 金 額（ 円 ） 実 施 先

乳がん検診業務 個　別 1,772,630 富士宮市立病院

胃がん検診業務 新型コロナウイルス感染拡大防止のため令和2年度は実施せず。
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ウ　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

健 康 診 査 業 務

個 別 109,255,132 一般社団法人富士宮市医師会 随意契約

集団・個別 4,273,599 共 立 ו 原 総 合 病 院 組 合 随意契約

集団・個別 968,806 清 水 ް 生 病 院 随意契約

集 団 7,801,640 公益財団法人静岡県予防医学協会 随意契約

胸 部 検 診 業 務 集 団 17,809,104 公益財団法人結核予防会静岡県支部 随意契約

乳がん・骨ૈしょう症検診業務 集 団 8,798,075 一般財団法人東海検診センター 随意契約

成果等
死亡原Ҽ第1位のがんによる死亡を減少させるため、がん検診の啓発や特定年齢に達した者に子宮ᰍが

ん・乳がん検診が無料となるクーポン券を送付し、受診率向上に努めました。

（4）訪問指導事業
生活習慣病の予防を目的に訪問指導を実施しました。

内 容 実人数（人） 延べ人数（人） 備 考

検 診 等 要 指 導 者 159 236 随　　時

（5）うつスクリーニング事業
自ࡴの主な原Ҽとなるうつ病を早期発見し、早期受診に結びつけるためのスクリーニングを実施しま

した。

区分 実施者 要対応者
対 応 結 果

改善 治療中 病院紹介 相談機関紹介 経過観察 その他

実施人数（人） 7,577 90 10 59 0 9 7 5

成果等
うつスクリーニングにより、気になる人等を相談機関に紹介し、早期対応に結びつきました。また、多

くの人にうつスクリーニングを実施することで啓発にもつながりました。

Ӵੜ費ڥ؀　7
（1）市営墓地管理事業
指定管理者による管理

名 称 概 要 金　額　（円） 指 定 管 理 者

富士宮市営墓地管理業務 維持管理 8,380,370 公益財団法人富士宮市振興公社

（2）富士山麓環境パトロール事業
富士山麓環境パトロール隊18人が、主に廃棄物の不法投棄について富士山麓一帯を中心にパトロール

しました。
6地域（6班）に分かれて、年間40回のパトロールを実施し、発見した不法投棄廃棄物について東部健

康福祉センター、警察署など関係機関へ報告しました。
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（3）環境衛生推進事業
ア　防Ӹ業務
地域の防Ӹとして、自治会（区又は町内会）へ衛生害஬ۦ除の薬剤の配布及び薬剤෾霧機の貸出し

を行い、衛生害஬のۦ除に努めました。
除用薬剤の購入ۦ

名 称 数量 金額（円） 購 入 先 契約方法

成஬ۦ除剤（水性乳剤）（500ὥ入） 60本 247,500

おくとう薬局 随 意 契 約
（見積り合わせ）幼஬ۦ除剤（乳剤）（6Ὑ入） ؈40 1,320,000

幼஬ۦ除剤（デミリン発๐ৣ）（2ৣ×100包） 60袋 385,440

合 計 1,952,940

イ　ݘڰ病予防業務
病予防注射済票の交付事務を次のとおり実施しましݘڰの登録事務及びݘ、病予防法に基づきݘڰ

た。また、ݘの放しࣂい、散歩の際のふんの始末等の問題に対する指導及び啓発を行い、適正なࣂい
方の意識の向上に努めました。

名 称 件　　　　　　 数　　　　　（ 件 ）

ݘ の 登 録 716（19）

ݘ の 鑑 札 の 再 交 付 15	

ݘ の ڰ ݘ 病 予 防 注 射 済 票 交 付 7,301（36）

病予防注射済票再交付ݘڰのݘ 0	

※　括弧内は໡導ݘの件数

対策費ڥ؀　8
（1）再生可能エネルギー推進事業
ア　創エネ・蓄エネ機器等設置費補助金
二ࢎ化炭素排出量の削減及び蓄電池等の利用による電力のピークカット、ピークシフトを推進する

ため補助事業を実施しました。
ア　補助金交付件数及び交付金額

補助金交付件数（件） 交付金額（円）

181 27,908,000

※　補助金交付件数は、補助金の受給者数であり、受給者が同時に複数の対象機器の交付を受けた場合も1
件とする。
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イ　機器別内訳

対 象 機 器 補助件数（件） 交付金額（円）
太陽光発電システム 123 13,758,000
家庭用೩料電池（エネファーム） 9 900,000
家庭用ガスコージェネレーションシステム（エコウィル） 0 0
定置用リチウムイオン蓄電池 125 12,500,000
ビークル・トΡ・ホームシステム 3 150,000
クリーンエネルギー自動車 0 0
HEMS（ホーム・エネルギー・マネジメント・システム） 60 600,000
自治会（太陽光発電システムと蓄電池） 0 0

イ　地域॥環共生ݍ推進事業
地域の課題解決に向けた仕組みづくりや事業化等の支援を行うため、合同会議や部会の開催、視察

研修の実施、オンラインセミナーを実施しました。
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法
富士宮市地域॥環
共生ݍ推進協議会
運 営 支 援 業 務

富士宮市地域॥環共生ݍ
推進協議会の運営支援 2,000,000 一般社団法人

静岡県環境資源協会 随意契約

（2）地球Թ暖化対策事業
家庭や学校で、লエネルギー、ল資源活動、ごみ削減などの環境活動を推進することにより、二ࢎ化

炭素排出量の削減など、環境への負ՙの低減に努めました。
アース・キッズ事業
東小学校、大宮小学校、貴船小学校、大富士小学校、富士根北小学校、白糸小学校、上野小学校、富

士見小学校がアース・キッズ事業に参加し、地球Թ暖化について学び、自分たちができることはԿかを
考え、家庭の中で「環境リーダー」として環境活動に取り組みました。
参加校　8校　合計553人

委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

アース・キッズ事業 地球Թ暖化防止活動プログ
ラムの実施 1,633,205 特 定 非 営 利 活 動 法 人

アースライフネットワーク 随意契約

（3）環境؂視測定事業
市内の環境؂視として、環境基準の定められている水質（水素イオンೱ度（QH）、生物化学的ࢎ素要

求量（BOD）、ු遊物質量、溶存ࢎ素量、トリクロロエチレン、࢛Ԙ化炭素等）、大気（二ࢎ化ེԫ、
二ࢎ化஠素及びු遊ཻ子状物質）、ダイオキシン類及び૽音（道路に面する地域）の調査を実施しまし
た。
ダイオキシン類の環境ೱ度については次のとおりでした。

区 分 調 査 場 所 測 定 結 果 環 境 基 準

大 気
山 宮 小 学 校 屋 上 	 0.057	Qg-TEQ/m3

0.6	Qg-TEQ/m3以下
中 央 消 防 署 芝 川 分 署 	 0.0069	Qg-TEQ/m3

水ఈのఈ質 芝 富 橋（ 芝 川 ） 	 0.17	Qg-TEQ/g 150	Qg-TEQ/g以下
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道路に面する地域の૽音の調査は、自動車૽音の؂視業務として実施しました。
市内5路線の計20.5kmについて、૽音測定等に基づき面的評価を行いました。結果は次のとおりでした。

評 価 対 象 路 線 評価区間
延長（㎞）

評価対象
戸数

環 境 基 準 達 成 状 況

昼夜とも達成 昼のみ達成 夜のみ達成 昼夜とも超過

戸数 ％ 戸数 ％ 戸数 ％ 戸数 ％

新 東 名 高 速 道 路 2.9 20 20 100 0 0 0 0 0 0

国 道 1 3 9 号 15.6 30 25 83.3 5 16.7 0 0 0 0

県 道 富 士 宮 停 車 場 線 0.3 39 39 100 0 0 0 0 0 0

県道富士富士宮由ൺ線 0.5 99 98 99.0 1 1.0 0 0 0 0

県 道 富 士 根 停 車 場 線 1.2 219 219 100 0 0 0 0 0 0

評価対象は、道路端から50メートルにある住宅等を対象としています。
道路に面する地域の環境基準は、地域の区分、道路の種類及び車線数に応じて昼間60〜70EB、夜間55

〜65EBの範囲内で定められています。

（4）一般廃棄物処理基本計画策定事業
廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、一般廃棄物に係る長期的視点に立った基本方針を明確

にし、生活環境の保全及び公衆衛生の向上、持続可能な॥環型社会の実現に向けた取組を推進するた
め、令和2年度及び令和3年度の2か年で富士宮市一般廃棄物処理基本計画を策定します。
令和2年度は、計画を策定するための調査及び分析を行いました。

委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

富士宮市一般廃棄物処理
基 本 計 画 策 定 業 務

富士宮市一般廃棄物処
理基本計画策定のため
の基礎調査の実施

4,738,800 ㈱日本環境工学設計事務所 指名競争入札

（5）市単独事業費補助金
環境保全資金貸付金利子補給
事業所における環境保全のための施設整備や対策を促進するため、環境保全資金借入者に対し、その

利子相当額を年利2.5パーセント以内で最大10年間利子補給金として交付しています。
令和2年度は、前期は3者に対し14万5,121円、後期は2者に対し8万6,762円の計23万1,883円を交付しました。

9　地Լਫ対策費
（1）地下水保全対策事業
ア　地下水資料の収集
次の各観測等を実施し、市内各観測井の水位の変化等を継続的に観測するとともに、市内各湧水池

の湧水量を測定することにより、そのデータを地下水資料として収集しました。
ア　地下水位観測
市内21か所の観測井（猪之頭、白糸、人穴、貫間、淀師、大中里、大宮、星山、安居山、城山、

万野原、湧玉、井之頭中、猪之頭東、五ే目木、根原、外神北、大అ、淀師南、柚野、宮町）にお
いて、観測を実施しました。
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イ　湧水量
岳南地域地下水利用対策協議会として、市内13地域（杉田、石原、元村山、粟倉、猪之頭、五ే

目木、西川、白糸の滝、淀師・渋沢、青見、よしま池、湧玉池、富士山二合目）23か所で測定を実
施しました。

イ　地下水採取に関する条例に基づく届出
静岡県地下水の採取に関する条例に基づくࢯ名等変更届出書を始め、22件の届出を受理しました。

また、富士宮市自然環境の保全及び育成に関する条例に基づき井戸新設の届出を始め、15件の届出を
受理しました。
なお、届出の受理に際しては、地下水の保全、適正利用の観点から必要な指導等を行いました。

ウ　湧水池の保全
良好な自然環境の保全を図るため、富士宮市自然環境の保全及び育成に関する条例施行規則の規定

に基づき、湧水池の保存指定を行っています。
令和2年度末現在で、保存湧水池は16か所です。

（2）水源保全؂視事業
自然水源の維持と水源保全の啓発を図るため、水源保全؂視員4人により4地下水ܥの水源地及び保存

湧水池等の巡視活動を実施し、水源地等の؂視に努めました。

（3）広葉樹育苗・植樹事業
自然林の復元と地下水のかん養を図るため、1,000本の広葉樹の育苗事業を実施し、市内の山林等に植樹

しました。広葉樹の育苗事業は、富士山自生の広葉樹の育苗を平成9年度から継続して実施しています。

第2節　ਗ਼　૟　費
1　ਗ਼૟総務費
（1）環境美化啓発事業

令和2年度環境月間ポスターコンクール入賞者の絵画をごみ収集車にඳくとともに、小学校4年生を主
たる対象として小学生社会科学習資料「ごみとわたしたち」を作成し、市内の小学校22校（分校を含
む。）に配布することにより、美化意識の啓発に努めました。

（2）ごみ減量化等推進事業
ア　古紙等リサイクル活動奨励金
古紙等リサイクル活動奨励金制度による助成を実施し、ごみの減量化の推進に努めました。

古紙等リサイクル活動奨励金交付実੷

延べ申請団体数 回収重量（kg） 交付金額（円）

768 2,311,591.5 6,933,580

イ　古紙回収ステーション
古紙回収ステーション事業として、古紙回収ボックス31か所の合計で82万8,125キログラムの古紙を

回収し、可೩ごみの収集量の削減要Ҽになりました。
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ウ　ごみダイエットプロジェクト

4・ 5月 雑がみの分別、衣類の分別 使用済みインクカートリッジ回収ボックスの設置

6・ 7月 事業ܥ紙ごみの削減、雑がみの分別

8・ 9月 生ごみの水切り、衣類の分別 啓発動画を作成（YoVTVCe）

10・11月 食品ロスの削減、雑がみの分別 雑がみ・紙パック交換会の実施

12・ 1月 ふじのみや3010運動の推進

2・ 3月 雑がみの分別、衣類の分別

目標：清掃センターに搬入される可೩ごみの前年ൺ300トン削減
結果：1,272トン削減

（3）不法投棄ごみ等処理事業
富士山麓一帯を中心として後をઈたないごみの不法投棄による環境悪化を防止するため、富士山麓環

境パトロール隊等の؂視活動で発見された不法投棄ごみの撤去処理等を行いました。
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法
不 法 投 棄 ご み
処 理 委 託 業 務

不 法 投 棄 ご み の
撤 去 処 理 等 4,841,672 公益社団法人富士宮市

シルバー人材センター 随意契約

成果等

市内285か所で発見された不法投棄ごみ6トンの撤去処理等を実施し、地域環境の改善を図りました。

（4）一般廃棄物収集事業
ごみの収集については、民間業者に委託して、可೩物は週2回、不೩物は月1回から3回、ૈ大ごみと水

ۜ使用製品は3か月に1回収集を行いました。資源ごみであるළ、؈、トレイ、紙パック及びペットボト
ルは月1回収集を行いました。また、年末の可೩物の収集は12月31日まで実施しました。
ア　収集実੷

区 分 収集日数（ 日 ） 収 集 量（ t） 1日平均収集量（t）
可 ೩ 物 305 24,466.60 80.22

不 ೩ 物 106 1,335.75 12.60

乾 電 池 106 35.71 0.34

ළ
生 き ළ

60
7.08 0.12

カ レ ッ ト 735.65 12.26

؈
ス チ ー ル

60
181.43 3.02

ア ル ミ 108.56 1.81

ૈ 大 ご み 20 277.98 13.90

ペ ッ ト ボ ト ル 60 250.28 4.17

ト レ イ 58 18.67 0.32

紙 パ ッ ク 60 14.20 0.24

水 ۜ 使 用 製 品 20 10.01 0.50
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イ　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

一般廃棄物収集運搬委託業務 市内（旧富士宮市全域）収集運搬 374,121,000 富士宮清掃㈲ 随意契約

一般廃棄物収集運搬委託業務 市内（旧芝川町全域）収集運搬 43,222,080 ㈲ 芝 川 清 掃 随意契約

（5）資源ごみリサイクル推進事業
容器包装リサイクル法に基づく分別収集計画により月1回それぞれ収集したළ（無৭ළ、஡৭ළ、その

他の৭ළ）、ペットボトル及びトレイについては、リサイクルのための中間処理等を次のとおり実施し
ました。

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

空 き ළ 処 理 委 託 業 務 空きළ中間処理 6,617,719 ㈲ 三 和 シ ス テ ム ༌ 送 随意契約

ペットボトル処理委託業務 ペットボトル処理 13,672,890 ㈱ エ コ ネ コ ル 随意契約

ト レ イ 処 理 委 託 業 務 ト レ イ 処 理 821,480 ㈱ エ コ ネ コ ル 随意契約

市 町 村 負 担 分
再 商 品 化 委 託 業 務 再 商 品 化 処 理 543,646 公 益 財 団 法 人 日 本 容 器

包 装 リ サ イ ク ル 協 会 随意契約

（6）国・県支出金を伴う事業費補助金
合ซ処理浄化槽設置費補助
生活排水による公共用水域の水質汚୙を防止するため、下水道事業認可区域（補助金の交付申請を行

う日が属する年度の4月1日から起算して7年を経過する日までの間に下水道の整備が見込まれない区域を
除く。）外及び೶業集落排水処理施設区域外で合ซ処理浄化槽を設置した者に対し、富士宮市浄化槽設
置整備事業費補助金交付要ߝに基づき、次のとおり補助金を交付しました。
なお、この事業は、国庫補助及び県補助の対象事業です。

人 槽 1基当たりの補助金額（円）
補 助 実 ੷（ 交 付 額 ）

基数（基） 金額（円）

5

新設 332,000 135 44,820,000

転換（ټ取） 600,000 8 4,800,000

転換（単独処理浄化槽） 600,000 24 14,400,000

6及び7

新設 414,000 39 16,146,000

転換（ټ取） 695,000 0 0

転換（単独処理浄化槽） 695,000 18 12,510,000

8から10
まで

新設 548,000 6 3,288,000

転換（ټ取） 916,000 0 0

転換（単独処理浄化槽） 916,000 1 916,000

合　　計 231 96,880,000
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2　ਗ਼૟運ಈ費
清掃運動事業
第56回清掃運動については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。

3　͡Μևॲ理費
（1）清掃センター搬入状況（令和 2年 4月 1日〜令和 3年 3月 31 日）
ア　可೩物搬入量	 	（単位：U)	 イ　不೩物搬入量	 （単位：U）

月 別 令和元年度 令和 2 年度 対前年度ൺ 月 別 令和元年度 令和 2 年度 対前年度ൺ

令和2年	 4月 3,129 3,003 ˛126 令和2年	 4月 306 339 33

	 5月 3,311 3,096 ˛215 	 5月 376 340 ˛36

	 6月 2,934 3,055 121 	 6月 281 341 60

	 7月 3,329 3,097 ˛232 	 7月 261 304 43

	 8月 3,301 3,078 ˛223 	 8月 282 313 31

	 9月 3,022 2,983 ˛39 	 9月 325 336 11

	 10月 3,129 3,027 ˛102 	 10月 311 323 12

	 11月 2,915 2,796 ˛119 	 11月 282 266 ˛16

	 12月 3,178 3,114 ˛64 	 12月 420 402 ˛18

令和3年	 1月 2,907 2,685 ˛222 令和3年	 1月 254 313 59

	 2月 2,624 2,502 ˛122 	 2月 264 263 ˛1

	 3月 2,878 2,949 71 	 3月 368 375 7

計 36,657 35,385 ˛1,272 計 3,730 3,915 185

（2）じんև処理事業
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

ૈ大ごみ処理施設等運転
管理及びごみ受入業務

清掃センターૈ大ごみ処理施設運
転管理及びごみの受入等 89,430,000 テ ス コ ㈱ 指名競争入札

焼却࿍運転管理業務 清掃センターの焼却施設運転維持
管理等 167,498,208 ㈱タクマテクノス 随 意 契 約

Ҍ骨沢最終処分場
維 持 管 理 業 務 Ҍ骨沢最終処分場の維持管理等 30,030,000 テ ス コ ㈱ 指名競争入札

焼却փ等処分業務
そ の 1 （ 主 փ ） 焼却փ（主փ）のセメント資源化 12,999,030 宇 部 興 産 ㈱ 指名競争入札

焼却փ等処分業務
その2（主փ・ඈփ） 焼却փ（主փ・ඈփ）の溶融資源化 14,866,941 中央電気工業㈱ 指名競争入札

焼却փ等処分業務
その3（主փ・ඈփ）

焼却փ（主փ・ඈփ）の焼成リサ
イクル 93,258,163 三重中央開発㈱ 指名競争入札
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（3）施設維持補修費
修　繕

名 称 概 要 金額（円） 受注者 契約方法

焼 却 施 設 定 期 整 備
そ の 1

No.1ごみクレーン用༉圧バケット更新、
2号࿍バグフィルタろ布交換、2号࿍バグ
フィルタ当板補修、2号࿍バグフィルタ
下部スクリューコンベヤ（A）更新、プ
ラント用空気圧縮機点検、クレーン点
検、その他点検整備修繕

119,900,000 ㈱ タ ク マ東 京 支 社 随意契約

焼 却 施 設 定 期 整 備
そ の 2

2号࿍水冷火格子交換、2号࿍水冷火格
子用ホース取替、2号࿍乾燥ストーカ落
ち口耐火物修繕、2号࿍助೩バーナ部品
交換、2号࿍乾燥・೩焼ストーカシュー
等取替、プラットホーム؂視൫内PLC交
換、その他点検整備修繕

62,040,000 ㈱ タ ク マ東 京 支 社 随意契約

ૈ 大 ご み 処 理 施 設
供給コンベヤほか修繕

供給コンベヤ修繕、集塵ダクト修繕、バ
グフィルタ修繕、排出コンベヤ修繕、排
風機修繕、ブレーカ本体肉盛修繕

20,350,000 クボタ環境サービス㈱ 随意契約

4　し೘ॲ理費
（1）衛生プラント処理状況（令和 2年 4月 1日〜令和 3年 3月 31 日）	 （単位：kὙ）

月 別 投入日数
（日） 投 入 量

投 入 内 訳 1 日 平 均 投 入 量
生し尿 浄化槽汚泥 投入日数割 月の日数割

令和2年4月 21 3,949 243.8 3,705.2 188.1 131.6
5月 20 3,633.1 197.5 3,435.6 181.7 117.2
6月 23 4,198.8 210.3 3,988.5 182.6 140.0
7月 23 4,339.5 214 4,125.5 188.7 140.0
8月 19 3,417.4 208.7 3,208.7 179.9 110.2
9月 21 3,959.4 166.3 3,793.1 188.5 132.0
10月 24 4,373.4 189.5 4,183.9 182.2 141.1
11月 18 3,390.6 171.4 3,219.2 188.4 113.0
12月 21 3,906.6 240.7 3,665.9 186.0 126.0

令和3年1月 21 3,835.8 143 3,692.8 182.7 123.7
2月 20 3,861 198.2 3,662.8 193.1 137.9
3月 25 4,621.1 216.4 4,404.7 184.8 149.1

計 256 47,485.7 2,399.8 45,085.9 185.5 130.1
令和元年度実੷ 257 46,734.1 3,083.8 43,650.3 181.8 127.7

（2）し尿処理事業
ア　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

汚 泥 槽 清 掃 業 務 各汚泥槽に蓄積された、࠭・෗ഊした
汚泥の除去及び槽内の清掃業務 4,180,000 ീ光海運㈱ 指名競争入札

脱水汚泥処分業務 し尿・浄化槽汚泥の処理過程で発生す
る脱水汚泥の焼却再生業務 6,872,624 ㈱ミダック 随 意 契 約

衛 生 プ ラ ン ト
運 転 管 理 業 務 し尿処理設備の運転及び維持管理業務 30,195,000 浅野アタカ㈱ 随 意 契 約
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イ　負担金補助及び交付金

名 称 概 要 金 額（ 円 ） 支 出 先

し尿分離液処理負担金 脱水処理水を星山浄化センターで処理
するための負担金 10,336,531 富士宮市下水道事業

第3節　Ր૴৔費
Ր૴৔運営費
1　富士宮聖ԓの利用状況

火　　　 葬　　　 件　　　 数　　　　（ 件 ） ྶ ᐰ 車 使 用 回 数（ 回 ）
市 民 市外住民 小 計 小動物等 合 計 市 民 市外住民 合 計
1,428 38 1,466 207 1,673 374 18 392

2　火葬場施設維持管理費
指定管理者による管理

名 称 概 要 金額（円） 指定管理者
富士宮聖ԓ管理業務 管理運営 37,050,647 ふじのみやࡈԓ管理グループ




